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愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
と
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
の
試
合
が
５
月
18

日
、
城
の
台
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。試
合
前
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も

た
ち
が
選
手
と
一
緒
に
入
場
。

内
子
中
学
校
の
野
球
部
や
総

合
ス
ポ
ー
ツ
部
も
試
合
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
応
援
団
と
と
も

に
選
手
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
両
軍
合
わ
せ
て
３

本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出

す
展
開
で
、
互
い
に
譲
ら
ず

４
時
間
を
超
え
る
激
戦
に
。

結
果
、
愛
媛
は
13
対
14
で
惜

し
く
も
勝
利
を
逃
し
ま
す
が
、

全
力
プ
レ
ー
で
来
場
者
を
沸

か
せ
て
い
ま
し
た
。

内
子
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
真
剣
な
表
情
で

土
の
う
を
運
び
︑
次
々
と
積
み
上
げ
て
い
く

試
合
前
︑
愛
媛
の
選
手
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

を
交
わ
す
ス
ポ
少
の
子
ど
も
た
ち

４
時
間
22
分
に
お
よ
ぶ
熱
戦
の
行
方
は
―
―

城
の
台
で
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
公
式
戦

防
災
・
減
災
力
向
上
へ
地
域
一
丸

愛
媛
県
で
は
６
年
ぶ
り
の
大
規
模
訓
練

　「
令
和
７
年
度
肱
川
総
合

水
防
演
習
」が
５
月
18
日
、大

洲
市
五
郎
大
橋
周
辺
の
河
川

敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
子

町
を
含
む
肱
川
流
域
の
５
市

町
と
愛
媛
県
な
ど
に
よ
る
合

同
訓
練
で
、
消
防
団
員
な
ど

25
機
関
・
約
５
０
０
人
が
参

加
。
大
雨
で
川
が
氾
濫
し
た

想
定
で
、
国
・
県
・
市
町
間

の
情
報
伝
達
訓
練
や
、
堤
防

に
土
の
う
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

方
式
で
運
ん
で
固
定
す
る
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
有
事
の

際
の
対
応
手
順
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は

来
場
者
向
け
の
降
雨
体
験
や

高
所
作
業
車
の
乗
車
体
験
な

ど
も
あ
り
、
地
域
全
体
で
防

災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

心
か
ら
の
支
援
に
感
謝
し
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」

　
６
年
度
の「
内
子
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
」
に
、
全
国

の
皆
さ
ん
か
ら
９
７
８
件
・

２
７
５
６
万
２
４
３
２
円
の

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
寄
付
金
は
国
の
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
基
づ
き
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

寄
付
は
内
子
町
の
景
観
や

環
境
の
整
備
、
国
際
交
流
の

促
進
、
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
、
内
子
高
校
小
田
分
校
の

魅
力
化
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
情
報
課

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

◦
上
杉
　
誠
一
様（
兵
庫
県
）

◦
豊
田
　
寛
史
様（
千
葉
県
）

◦
上
野
　
一
廣
様（
大
阪
府
）

◦
瀧
尾
　
　
昇
様（
松
山
市
）

◦
尾
﨑
さ
お
り
様（
東
京
都
）

◦
伊
賀
　
敏
雄
様（
大
阪
府
）

◦
峰
岡
　
道
男
様（
広
島
県
）

◦
長
坂
　
達
也
様（
埼
玉
県
）

◦
神
本
　
雄
司
様（
奈
良
県
）

◦
古
川
　
秀
雄
様（
埼
玉
県
）

◦
柵
木
　
朋
子
様（
愛
知
県
）

◦
竹
内
　
通
昭
様（
青
森
県
）

◦
矢
崎
理
津
子
様（
静
岡
県
）

◦
原
　
　
洪
太
様（
東
京
都
）

◦
日
浅
　
陽
一
様（
松
山
市
）

◦
髙
月
　
清
喜
様（
松
山
市
）

◦
根
岸
　
邦
枝
様（
東
京
都
）

◦
芳
我
　
譲
治
様（
神
奈
川
県
）

◦
岡
本
　
大
典
様（
松
山
市
）

◦
藤
原
　
修
司
様（
西
条
市
）

◦
尾
﨑
　
政
美
様（
東
京
都
）

◦
堀
尾
　
郁
夫
様（
松
山
市
）

◦
鈴
木
　
秀
明
様（
東
温
市
）

※
３
万
円
以
上
を
寄
付
し
て

　
い
た
だ
い
た
人
の
う
ち
、

　
公
表
に
同
意
を
得
ら
れ
た

　
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
寄
付
者（
順
不
同
）
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内
子
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
真
剣
な
表
情
で

土
の
う
を
運
び
︑
次
々
と
積
み
上
げ
て
い
く

防
災
・
減
災
力
向
上
へ
地
域
一
丸

愛
媛
県
で
は
６
年
ぶ
り
の
大
規
模
訓
練

人
の
つ
な
が
り
と
文
化
理
解
を
深
め
る

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
訪
問
団
が
内
子
町
へ

　
姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
・
ロ
ー

テ
ン
ブ
ル
ク
市
の
訪
問
団
が

５
月
９
～
12
日
の
間
、
内
子

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
マ
ル
ク
ス
・
ナ
ザ
ー

市
長
を
は
じ
め
市
民
ら
20

人
が
参
加
。
歓
迎
交
流
会
の

他
、
10
日
に
開
か
れ
た
ド
イ

ツ
フ
ェ
ス
タ
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
を
通
し
て
町
民
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た

滞
在
中
、
町
並
み
保
存
地
区

や
石
畳
地
区
の
散
策
、
手
漉す

き
和
紙
体
験
、
小
田
深
山
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
も
実
施
。
参

加
者
は
内
子
の
自
然
と
文

化
に
親
し
み「
姉
妹
都
市
・

内
子
町
へ
の
関
心
が
よ
り
深

ま
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

（
21
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
内
子
町
出
身
の
実
業
家
・

髙
橋
龍り

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
の
生
誕
１
５
０

周
年
を
記
念
し
た
パ
ネ
ル
展

が
５
月
１
～
30
日
の
間
、
図

書
情
報
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

の
前
身
で
あ
る
大
日
本
麦
酒

㈱
の
社
長
を
務
め
、
日
本
の

ビ
ー
ル
業
の
発
展
に
尽
く
し

た
人
物
。
展
示
で
は
ビ
ー
ル

業
や
ド
イ
ツ
と
の
関
わ
り
に

加
え
て
、教
育
者
だ
っ
た
父
・

吉よ
し
ひ
ら衡
な
ど
、
そ
の
生
き
方
に

影
響
を
与
え
た
人
々
に
つ
い

て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
秋
に
は
関
連
事
業
と
し

て
、
そ
の
生
涯
を
広
く
紹
介

す
る
特
別
展
や
、
文
化
交
流

ヴ
ィ
ラ
高
橋
邸
で
の
文
楽
公

演
な
ど
も
開
催
予
定
で
す
。

観
覧
者
か
ら
は﹁
内
子
の
先
輩
の
世
界
的

な
活
躍
に
感
動
﹂な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た

い
か
に「
日
本
の
ビ
ー
ル
王
」は
生
ま
れ
た
か

髙
橋
龍
太
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
展
示

町
並
み
保
存
地
区
を
散
策
︒
建
物
や
道
端

の
置
物
な
ど
も
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た

心
か
ら
の
支
援
に
感
謝
し
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」

地
域
に
愛
さ
れ
続
け
て
20
周
年

特
別
商
品
も
並
ん
だ
せ
せ
ら
ぎ
の
感
謝
祭

　「
道
の
駅
小
田
の
郷
せ
せ

ら
ぎ
」が
創
業
20
周
年
を
迎

え
、
節
目
を
記
念
し
た
感
謝

祭
が
５
月
18
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
同
駅
は
平
成
16
年
12

月
に
旧
小
田
町
で
オ
ー
プ
ン
。

店
頭
に
は
地
域
の
農
産
品
を

は
じ
め
、
加
工
食
品
や
手
芸

品
な
ど
も
並
び
、
地
域
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
感
謝
祭
で
は
こ
の

日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
新

商
品
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
店

外
で
は
出
荷
者
が
商
品
を
対

面
販
売
を
す
る「
出
店
ま
つ

り
」
も
開
催
。
人
気
商
品
は

昼
前
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
駅
長
の
大
森
豊と

よ
し
げ茂
さ
ん
は

「
出
荷
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
今
で
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
ま
ち
の
拠
点
に
。

今
後
も
お
客
様
と
の
対
話
を

大
切
に
、『
ま
た
来
た
い
』と

思
わ
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し

た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

上

　た
く
さ
ん
の
商
品
が
並
ぶ
店
内
で

節
目
を
喜
ぶ
従
業
員
の
皆
さ
ん

下

　感
謝
祭
で
は
多
数
の
出
店
も


